
 

 

 

 

 

 

 

 

 

報道関係者 各位  

 

 

愛知労働局長訪問による最低賃金額及び中小企業・ 
小規模事業者支援事業等に係る協力要請 

 

 本年度の愛知県最低賃金については、愛知地方最低賃金審議会において、令和

４年８月２日付け中央最低賃金審議会答申において示された目安額を参酌して

審議が行われ、本年 10 月１日より、31 円引き上げの時間額 986 円に改正され

ることとなりました。 

このため、愛知労働局(局長 代田
しろた

雅 彦
まさひこ

)では、必要な環境整備等に向けて、下

記のとおり協力要請を行うことといたしました。 

 

記 

１訪問日時：令和４年９月 30 日（金）午前 11 時～ 

 

２場  所：愛知県中小企業団体中央会 中央会役員室 

     （名古屋市中村区名駅四丁目４番 38 号愛知県産業労働センター16 階） 

 

３要請内容 

①要請文書・最低賃金周知用ポスターを労働局長より会長に手交し、周知等の協力

を依頼 

②業務改善助成金の拡充、雇用調整助成金の特例措置等及び働き方改革推進支援セ

ンターについて周知等の協力を依頼 

 

令和 4 年 9 月 29 日(木) 
【照会先】 
愛知労働局労働基準部賃金課 

賃 金 課 長 髙橋  智 
主任地方賃金指導官 服部 一夫 
電話番号 052(972)0258 

 

Press Release 
 



 

【愛知労働局長訪問による最低賃金額及び中小企業・ 

小規模事業者支援事業等に係る協力要請取材要領】 

 

１ 日時及び集合場所 

（1） 日時 令和 4 年 9 月 30 日（金）午前 10 時 45 分（※集合時間） 

（2） 集合場所：名古屋市中村区名駅 4-4-38 愛知県産業労働センター 

       （ウインクあいち）16 階 エレベータ前 

◎JR 名古屋駅桜通口からミッドランドスクエア方面 徒歩 5 分 

◎ユニモール地下街 5 番出口 徒歩 2 分 

※名駅地下街サンロードからミッドランドスクエア、マルケイ観光ビル、

名古屋クロスコートタワーを経由 徒歩 8 分（別添周辺図をご参照下さい。） 

 

２ 取材場所 

愛知県中小企業団体中央会 中央会役員室（以下「取材場所」といいます。） 

（愛知県産業労働センター（ウインクあいち）16 階） 

 

３ 取材開始時刻 

午前 11 時 00 分より、取材場所にて協力要請を行います。 

 

４ 写真撮影、ビデオ撮影及び録音等について 

要請文書の手交時及びポスター手交時は撮影録音可能とし、担当職員が撮影可

能・撮影終了の御案内をいたします。また、取材場所での周知協力要請時において

も、事務室内では通常の業務が行われていますので、業務に支障が生じないよう、

取材場所以外での取材・撮影は御遠慮下さい。 

なお、取材場所及びそこに至る通路以外には立ち入らないで下さい。携帯電話等

の機器については、音が出ない設定をお願いします。 

 

５ 取材希望連絡について 

取材を希望される場合は、お手数ですが別紙に記入の上、９月 29 日（木）17：

15 までに、愛知労働局労働基準部賃金課（ＦＡＸ：052-951－4193）へ連絡願

います。 

 

６  このほか、ご不明な点がありましたら次の下記担当者までお問い合せください。 

（担当：労働基準部賃金課  髙橋、服部  電話番号：052－972－0258）  



 

別紙 

愛知労働局 労働基準部 賃金課 あて 

 

ＦＡＸ ０５２－９５１－４１９３ 

 

９月 30 日（金）午前 11 時～ 

「愛知労働局長訪問による最低賃金額及び中小企業・小規模事業者支

援事業等に係る協力要請」に係る取材申込書 

 

① 報道機関名                      

 

② 取材者数        人  

 

③ 連絡先 

所属部署                     

   取材者氏名                    

   電話番号                     
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集合場所 







※「生産性」とは、企業の決算書類から算出した労働者１人当たりの付加

価値を指します。助成金の支給申請時の直近の決算書類に基づく生産性

と、その３年度前の決算書類に基づく生産性を比較し、伸び率が一定水

準を超えている場合等に、加算して支給されます。

事業場内最低賃金920円未満の事業場も賃

金引き上げ労働者数10人以上の助成上限

額区分を利用できます。

(a) 特例対象事業者の追加

「原材料費の高騰など社会的・経済的環境の変化等外的要因に

より利益率※が前年同月に比べ３%ポイント以上低下した事業

者」を特例の対象事業者に追加します。

※売上高総利益率または売上高営業利益率（申請前３か月のうちの任意の1か月の

総利益または営業利益の金額を売上高で除した率）

(b) 売上高等が減少している

事業者の要件緩和

「新型コロナウイルス感染症の影響により売上高等が減少して

いる事業者」の要件を緩和します。

・売り上げ減少幅 ：「30％」→「15％」

・売上高の比較対象期間：「2年前まで」→「3年前まで」

(c) 助成上限区分の緩和
(a)(b)いずれかの要件を満たす事業者は賃金引き上げ労働者数

10人以上の助成上限額区分を利用できます。

(d) 助成対象経費の要件緩和

特例で助成対象経費となる自動車の要件を緩和します。

「定員11人以上」→「定員7人以上又は車両本体価格200万

円以下」

事業場内最低
賃金

助 成 率
生産性※要件を
満たした事業者

の助成率

9 2 0円以上 3/4 4/5

8 7 0円以上
9 2 0円未満

4/5 9/10

8 7 0円未満 9/10

交付申請書・事業実施計画

などを事業場所在地を管轄

する都道府県労働局に提出

交付決定後、提出

した計画に沿って

事業実施

労働局に事業実施

結果を報告

助成金支給までの流れ

審査・
交付決定

支
給

業務改善助成金（通常コース）のご案内
「原材料高騰により利益が減少した事業者」への特例拡大など制度が充実します

業務改善助成金（通常コース）は、事業場内で最も低い賃金（事業場内最低賃金）の引き上げ、設備投

資等を行った中小企業・小規模事業者等に、その費用の一部を助成する制度です。新型コロナウイルス

感染症の影響により売上高が減少している事業者に対しては、助成対象経費が拡大される特例が設けら

れています。

審査

２．最低賃金が低い事業者への助成率が引き上げられます

１．原材料高騰等の要因により利益が減少した事業者に特例が適用されます

新型コロナの影響で売上高等が減少した事業者が特例を受けやすくなります

拡充のポイント

事業内最低賃金

引き上げ

原材料費の高騰などで利益が減少した事業者に、特例を適用するなど、拡充を行いましたので、ぜひご

活用ください。

設備投資等
機械設備、コンサルティング

導入、人材育成・教育訓練

費用の一部

を助成

事業場内最低
賃金

助 成 率
生産性※要件を
満たした事業者

の助成率

９００円以上 3/4 4/5

９００円未満 4/5 9/10



※申請期限：令和５年１月31日

コース区分 引き上げ額 引き上げる労働者数 助成上限額 助成対象事業場

3 0 円コース 30円以上

１人 ３０万円

以下の要件を両方満
たす事業場

• 事業場内最低賃金
と地域別最低賃金
の差額が30円以内

• 事業場規模100人
以下

２～３人 ５０万円

４～６人 ７０万円

７人以上 １００万円

10人以上※ １２０万円

4 5 円コース 45円以上

１人 4 5万円

２～３人 7 0万円

４～６人 1 0 0万円

７人以上 1 5 0万円

10人以上※ 1 8 0万円

6 0 円コース 60円以上

１人 6 0万円

２～３人 9 0万円

４～６人 1 5 0万円

７人以上 2 3 0万円

10人以上※ 3 0 0万円

9 0 円コース 90円以上

１人 9 0万円

２～３人 1 5 0万円

４～６人 2 7 0万円

７人以上 4 5 0万円

10人以上※ 6 0 0万円

働き方改革推進支援資金

日本政策金融公庫では、事業場内最低賃金の引き上げに取り組む方に、設備資金や

運転資金の融資を行っています。

詳しくは、事業場がある都道府県の日本政策金融公庫の窓口にお問い合わせください。

• 過去に業務改善助成金を活用した事業者も助成対象となります。

• 予算の範囲内で交付するため、申請期間内に募集を終了する場合があります。

• 事業完了の期限は、令和５（2023）年３月31日です。

日本政策金融公庫
店舗検索ページ

（R4.９.１）

※ 10人以上の上限額区分は、以下の①、②または③のいずれかに該当する事業場が対象となります。

①賃金要件：事業場内最低賃金920円未満の事業場

②生産量要件：

売上高や生産量などの事業活動を示す指標の直近３か月間の月平均値が前年、前々年または３年前の同じ月に比べて、

15％以上減少している事業者

③物価高騰等要件：

原材料費の高騰など社会的・経済的環境の変化等の外的要因により、申請前３か月間のうち任意の１月の利益率が

３％ポイント以上低下している事業者

各コースの概要

注意事項

交付申請書等の提出先は管轄の都道府県労働局 雇用環境・均等部（室）です

業務改善助成金についてご不明な点は、下記のコールセンターまでお問い合わせください。

業務改善助成金コールセンター

電話番号：0 1 2 0 - 3 66 - 4 40（受付時間 平日 8:30～17:15）

その他詳細は厚生労働省ウェブサイトをご覧ください 業務改善助成金 検 索

お問い合わせ



業務改善助成金（特例コース）のご案内
対象期間延長とともに

「原材料高騰により利益が減少した事業者」も助成対象になりました

• 申請日までに賃金の引き上げを完了している必要があります。

• 賃金引き上げ額が30円に満たない場合でも、申請時までに遡って追加の引き上げを行い、その差額が支払われた

場合は30円以上の引き上げがされたものとして取り扱います。

 就業規則等で、引き上げ後の賃金額を事業場の労働者の下限の賃金額とすることを定め、引き上げ後

の賃金額を支払っていること

就業規則等がない場合は､「労働者の下限の賃金額についての申出書」の提出でも認められます。

 生産性向上等に役立つ設備投資等を行い、その費用を支払うこと
生産性向上に役立つ設備投資等を行う取り組みに関連する費用として、業務改善計画に計上された経費（関

連する経費）がある場合は、その費用も支払う必要があります。

以下の要件をいずれも満たす必要があります。

１．申請期限と賃上げ対象期間を延長します

２．対象となる事業者を拡大し、助成率も引き上げます

『業務改善助成金特例コース』は、新型コロナウイルス感染症の影響により売上高等が30%以上減少し

た中小企業事業者等を支援する助成金です。

対象期間と申請期限を延長し、原材料費の高騰などで利益率が５％ポイント以上低下した事業者を対象

に追加するなどの拡充を行いましたので、ぜひご活用ください。

変 更 前 変 更 後

申請期限 令和４年７月29日まで 令和５年１月31日まで

賃 上 げ

対象期間

令和３年7月16日から

令和３年12月31日まで

令和３年７月16日から

令和４年12月31日まで

支給要件

 以下の①または②のいずれかを満たす事業者であること

① 新型コロナウイルス感染症の影響で、売上高または生産量等を示す指標が、比較対象期間より30％以上

減少している事業者

・比較する売上高等の生産指標：令和３年４月～令和４年12月の間の連続した任意の3か月間の平均値

・比較対象期間：前年、前々年または３年前の同期

② 原材料費の高騰など社会的・経済的環境変化等外的要因により令和３年４月から令和４年12月のうち

任意の１月における利益率が５％ポイント以上低下した事業者

 令和３年７月16日から令和４年12月31日までの間に、事業場内最低賃金を30円以上引き上げること

引き上げ前の事業場内最低賃金と地域別最低賃金の差額が30円以内の事業者に限ります。

以下の要件をいずれも満たす必要があります。対象となる事業者（事業場）

助成対象事業者

の追加

「原材料費の高騰など社会的・経済的環境変化等外的要因により利益率※が前

年同月に比べ５％ポイント以上低下した事業者」を追加します。

※売上高総利益率または売上高営業利益率（令和３年４月から令和４年12月のうち、任意

の１か月の総利益または営業利益の金額を売上高で除した率）

売上高等の

比較対象期間

見直し

売上高等が30%以上減少した事業者の売上高等の比較対象期間を見直します。

見直し前：令和３年４月から［令和３年12月まで］

見直し後：令和３年４月から［令和４年12月まで］
※比較対象期間を２年前まで→３年前までに変更

助成率の

引き上げ
【一律3/4】を､事業場内最低賃金額が920円未満の事業者は【4/5】に
引き上げます。

拡充のポイント



（R4.９.１）

引き上げる
労働者数

上 限 額

1人 3 0万円

2人～3人 5 0万円

4人～6人 7 0万円

7人以上 1 0 0万円

助成金の要綱・要領や、申請書の様式、記載例等はウェブサイトからダウンロードできます。

特例コースの概要

[参考]

日本政策金融公庫では､事業場内最低賃金の引

き上げに取り組む方に対して、設備資金や運転

資金の融資を行っています。

詳しくは、事業場がある都道府県の日本政策金

融公庫の窓口にお問い合わせください。

担当部署：

各都道府県日本政策金融公庫

交付申請書等の提出先は管轄の都道府県労働局 雇用環境・均等部（室）です

助成額・助成率

助成額 最大100万円 ※ 対象経費の合計額×助成率

助成率

事業場内最低賃金により異なります。

920円未満：４／５

920円以上：３／４

A 生産向上等に資する

設備投資等

機械設備※１、コンサルティング導入、人材育成・教育訓練など

※１：PC、スマホ、タブレットの新規購入、乗車定員７人以上又は車両

本体価格200万円以下の自動車なども対象（自動車は乗車定員

11人以上から拡充）

B 業務改善計画に計上された

関連する経費※２

広告宣伝費、汎用事務機器、事務室の拡大、机・椅子の増設

など

※２：「関連する経費」への助成は生産性向上等に資する設備投資等の額を上回らない範囲に限られます

助成対象

助成金支給までの流れ

交付申請書・事業実施計画などを提出する

・提出先：事業場所在地を管轄する都道府県

労働局 雇用環境・均等部(室)

・締め切り：令和５(2023)年１月31日(火)

申請期限を延長する場合は、別途お知らせします。

予算の範囲内で交付するため、申請期間内に募集を

終了する場合があります。

交付決定後、提出した計画に沿って取り組み

を実施

交付決定前に行った設備投資等は助成対象外です。

支給

審査

労働局に事業実施結果を報告

交付額確定後、労働局に支払い請求を提出

審査

助成額の上限

業務改善助成金についてご不明な点は、下記のコールセンターまでお問い合わせください。

業務改善助成金コールセンター

電話番号：0120 - 366 - 440（受付時間 平日 8:30～17:15）

その他詳細は厚生労働省ウェブサイトをご覧ください 業務改善助成金 検 索

お問い合わせ



愛知労働局（雇用助成室）からの

４選
雇用維持と人材開発など

雇用保険料率変更のご案内

・令和４年１０月より、雇用保険料率の変更にともない
事業主・労働者ともに２／１０００の負担増となります。

・年度の途中から保険料率が変更となりますので、ご注意
ください。

令和４年１０月～１１月の助成内容
・助成率の特例は維持。
・日額の上限は業況特例・地域特例が、１５，０００円 → １２，０００円

原則的な措置が、９，０００円 → ８，３５５円。
・生産量要件は業況特例では維持するものの、

原則的な措置は５％以上減→ １０％以上減の事業所に見直し。
・１年以上受給を継続している事業所の場合の対象期間は１１月末まで延長。

雇用調整助成金の特例措置を１１月末まで延長

・支給対象期間の延長
１年間（現行）→ ２年間（拡充後）

・支給対象労働者数の上限撤廃
１年度５００人（現行） → 出向元のみ上限なし

・出向元に復帰後に、出向によって得たスキル・経験をブラッシュアップ
させる訓練（off-JT）に対して助成

産業雇用安定助成金が１０月より拡充

・あいち雇用助成室第三係 電話：052-219-5518

※上記２つの助成金の内容は、政府としての方針であり、施行にあたっ
ては、厚生労働省令等の改正が必要となります。なお、改正の準備が
整い次第厚生労働省のホームページに必要な情報が掲載されますので、
そちらをご確認ください。

・報道発表資料はこちら →

・雇用保険料率はこちら→
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愛知労働局（雇用助成室）からの

４選
雇用維持と人材開発など

～デジタル分野などの社員教育にご活用ください～
①デジタル人材・高度人材の育成
・高度デジタル人材訓練／成長分野等人材訓練
・情報技術分野認定実習併用職業訓練

②労働者の自発的な能力開発の促進
・長期教育訓練休暇等制度
・自発的職業能力開発訓練

③柔軟な訓練形態の助成対象化
・定額制訓練（サブスクリプション※）
※１訓練当たりの対象経費が明確でなく、同額で複数の訓練を受けられる

サービス

＊すべての訓練コースでオンライン（ｅラーニング）による訓練も
対象としています。

人材開発支援助成金（人への投資促進コース）の活用を

高年齢者や障害者等の就職困難者を、ハローワーク等の紹介により継続して
雇用する労働者（雇用保険の一般または高年齢被保険者）として雇い入れて
「成長分野等の業務」※に従事させ、人材育成や職場定着に取り組む場合に、
特定求職者雇用開発助成金の他のコースより高額の助成金を支給します。
※デジタル・DX化関係業務及びグリーン・カーボンニュートラル化関係業務

・助成期間：１年から３年（支給期は半年経過ごとに支給。）
・支給額：４５万円から３６０万円（対象労働者１人あたり）
※中小企業に対する助成額（対象労働者が１週間の所長労働時間が３０時間

以上の場合）

・人材育成や定着確保を図るため、「実施計画書」、
「実施結果報告書」の提出が必要となります。

特定求職者雇用開発助成金（成長分野人材確保・育成コース）

・詳細はこちら →

・詳細はこちら →

・あいち雇用助成室第一係 電話：052-688-5758

・あいち雇用助成室第二係 電話：052-219-5519

令和４年９月の要件緩和あります！


